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平
成
二
十
九
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

火
の
用
心

　

こ
と
ば
を
形
に

　
　
　
　
　
　

習
慣
に

　

平
成
二
九
年
度（
第
八
九
回
）殉
職
消
防

職
・
団
員
慰
霊
祭
が
、
八
月
二
三
日(
水)

午
前
一
一
時
か
ら
秋
田
市
千
秋
公
園
本
丸

の
「
殉
職
消
防
組
員
招
魂
碑
」
前
に
お
い

て
、
秋
田
県
消
防
協
会
が
祭
主
と
な
り
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

慰
霊
祭
に
は
、
ご
遺
族
の
方
一
六
名
の

ほ
か
ご
来
賓
、
消
防
協
会
役
員
な
ど
五
二

名
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

慰
霊
祭
は
、
招
魂
な
ど
の
神
事
の
後
、

中
田
潤
秋
田
県
消
防
協
会
長
が
「
招
魂
碑

に
合
祀
さ
れ
て
お
り
ま
す
四
五
柱
の
御
霊

は
、
郷
土
の
平
安
と
地
域
住
民
の
安
心
・

安
全
を
願
い
、
我
が
身
の
危
険
を
も
顧
み

ず
勇
猛
果
敢
に
懸
命
な
消
防
防
災
活
動
を

遂
行
す
る
な
か
、
尊
く
も
職
に
殉
じ
ら
れ

ま
し
た
。
不
屈
の
消
防
魂
を
も
っ
て
最
後

ま
で
消
防
人
と
し
て
の
職
責
を
全
う
さ
れ

た
そ
の
崇
高
な
精
神
は
、
県
内
消
防
人
の

鑑
で
あ
り
、
今
も
私
達
の
心
に
生
き
続

け
、
皆
が
等
し
く
賛
辞
す
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
我
々
消
防
人
は
、
郷
土
愛
護
の

精
神
と
強
固
な
団
結
力
を
も
っ
て
、
御
霊

の
ご
遺
訓
を
胸
に
、

一
致
団
結
し
て
厄
災

を
防
止
し
、
地
域
住

民
の
安
全
・
安
心
の

た
め
最
善
の
努
力
を

尽
く
す
こ
と
を
誓

う
」
と
祭
主
祭
文
を

奏
上
し
ま
し
た
。

　

堀
井
啓
一
秋

田
県
副
知
事
は

ご
来
賓
を
代
表

し
て
「
殉
職
者

の
皆
様
が
身
を

も
っ
て
示
さ
れ

た
崇
高
な
精
神

と
果
敢
な
行
動

は
、
着
実
に
本

県
消
防
人
の
間

に
受
け
継
が
れ

て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
皆

様
の
御
功
績
を

心
か
ら
讃
え
る

と
と
も
に
、
そ
の
御
遺
志
に
応
え
る
た
め

に
も
、
今
後
も
消
防
、
防
災
体
制
の
強
化

に
努
め
、
県
民
が
安
全
、
安
心
に
暮
ら
せ

る
社
会
の
構
築
の
た
め
に
、
全
力
で
取
り

組
む
こ
と
を
誓
う
」
と
慰
霊
の
こ
と
ば
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

公
益
財
団
法
人
日
本
消
防
協
会
長
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
の
紹
介
に
続
き
、
玉
串
奉
奠
が

行
わ
れ
、
中
田
会
長
、
ご
遺
族
を
代
表
し

て
鹿
角
市
の
工
藤
昭
子
様
、
ご
来
賓
の

方
々
が
御
霊
の
冥
福
を
祈
り
、
最
後
に
送

魂
の
神
事
が
行
わ
れ
、
慰
霊
祭
は
滞
り
な

く
終
え
ま
し
た
。

　

秋
田
市
千
秋
公
園
本
丸
に
建
立
さ
れ
て

い
る
「
殉
職
消
防
組
員
招
魂
碑
」
の
清
掃

は
、
毎
年
、
秋
田
県
消
防
学
校
初
任
教
育

課
程
の
情
操
教
育
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
八
月
二
三
日（
水
）開
催
の
慰

霊
祭
に
先
立
ち
、
一
八
日（
金
）に
六
一
名

の
入
校
生
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

清
掃
は
、
碑
内
の
玉
石
を
移
動
さ
せ
て

枯
れ
葉
や
ゴ
ミ
を
除
去
し
た
り
、
碑
周
囲

の
雑
草
な
ど
を
取
り
除
い
た
ほ
か
、
碑
に

付
着
し
た
コ
ケ
な
ど
の
汚
れ
を
水
を
か
け

て
洗
い
流
し
ま
し
た
。
清
掃
後
、
参
加
者

全
員
が
「
招
魂
碑
」
に
向
か
い
黙
と
う
を

捧
げ
ま
し
た
。

　

入
校
生
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

第
七
一
期
初
任
教
育
入
校
生

殉
職
消
防
組
員
招
魂
碑
を
清
掃

秋
田
県
消
防
学
校

秋
田
県
消
防
学
校

秋
田
県
消
防
学
校

平
成
二
九
年
度
殉
職
消
防
職・団
員
慰
霊
祭

災
害
の
防
止
と
消
防
活
動
の
安
全
を
誓
う

災
害
の
防
止
と
消
防
活
動
の
安
全
を
誓
う

災
害
の
防
止
と
消
防
活
動
の
安
全
を
誓
う

災
害
の
防
止
と
消
防
活
動
の
安
全
を
誓
う

災
害
の
防
止
と
消
防
活
動
の
安
全
を
誓
う
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一
般
財
団
法
人
秋
田
県
消
防
協
会
第
二

回
理
事
会
は
、
八
月
二
三
日(

水)

、
平
成

二
九
年
度
殉
職
消
防
職
・
団
員
慰
霊
祭
終

了
後
、
秋
田
市
中
通
の
「
イ
ヤ
タ
カ
」
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
協
議
事
項
、
報

告
事
項
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

【
協
議
事
項
】

①
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
の
上
申

　
　

表
彰
旗
、竿
頭
綬
な
ど
の
表
彰（
功
績

章
及
び
精
績
章
の
女
性
枠
各
一
名
を
含

む
）に
つ
い
て
は
、各
支
部
内
申
の
と
お

り
、
特
別
表
彰
ま
と
い
は
小
坂
町
消
防

団
を
上
申
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

 

な
お
、
優
良
婦
人
消
防
隊
（
消
防
隊

員
）
に
関
し
て
は
、
支
部
か
ら
の
内
申

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

②
秋
田
県
消
防

　

協
会
定
例
表

　

彰

　
　

い
ず
れ
の

表
彰
種
別
も

各
支
部
か
ら

上
申
の
と
お

り
授
与
す
る

こ
と
が
承
認

さ
れ
ま
し
た

　

・
勤
続
章　

　

六
七
〇
名

　

・
功
労
章 　

二
六
名

　

・
消
防
団
員
家
族
表
彰

　
　
　

四
家
族
（
一
二
名
）

③
秋
田
県
消
防
操
法
大
会

　

◯
平
成
三
〇
年
度
の
大
会
か
ら
「
予
備

日
」
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、
各

支
部
か
ら
意
見
を
聞
い
た
結
果
、
従

前
の
と
お
り
予
備
日
は
設
け
な
い
こ

と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

◯
今
年
度
の
大
会
で
次
の
二
隊
が
「
規

律
訓
練
」
を
披
露
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
　

・
能
代
市
消
防
団
能
代
第
一
二
分
団

　
　

・
横
手
市
大
森
消
防
団
第
七
分
団

④
秋
田
県
消
防
協
会
の
運
営(

収
支)

　

状
況
に
つ
い
て

　
　

各
理
事
か
ら
収
入
の
確
保
方
策
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

な
お
、
今
後
も
引
き
続
き
検
討
し
て

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

【
報
告
事
項
】 

①
平
成
二
九
年
度
消
防
車
両
の
交
付
要
望

　
　

二
消
防
団
か
ら
交
付
の
要
望
が
あ
り

ま
し
た
。

　
　

同
年
度
に
同
車
種
は
申
請
で
き
な
い

た
め
、
一
団
体(

大
館
市
消
防
団)

の
み

申
請
し
ま
し
た
。

　
　

な
お
、
日
本
消
防
協
会
か
ら
本
県
に

対
し
て
特
別
枠
で
消
防
車
両（
軽
自
動

車
）を
交
付
す
る
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

車
両
を
希
望
す
る
消
防
団
を
協
会
事

務
局
あ
て
連
絡
し
て
も
ら
っ
た
上
で
、

会
長
が
最
終
決
定
す
る
こ
と
を
理
事
会

が
了
承
し
ま
し
た
。

　
　

☆
日
本
消
防
協
会
へ
の
回
答
期
限
：

　
　
　

八
月
末

②
平
成
二
九
年
度
秋
田
県
女
性
消
防
団

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

　
　

五
月
二
日(

火)

に
開
催
し
た
、
女
性

団
員
九
名
で
構
成
す
る
「
開
催
準
備
委

員
会
」
に
お
い
て
、
今
年
度
は
一
一
月

二
五
日(

土)

に
開
催
す
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。

　
　

な
お
、
八
月
二
九
日(

火)

に
二
回
目

の
委
員
会
を
開
催
し
、
会
議
の
内
容
な

ど
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

③
全
県
消
防
団
長
研
修
会

　
　

一
二
月
一
日(

金)

に
開
催
し
ま
す
。

課
題
討
議
、
意
見
交
換
の
テ
ー
マ
な
ど

は
決
ま
り
次
第
、
各
消
防
団
に
連
絡
し

ま
す
。

④
消
防
団
員
研
修

　

■
第
七
期
女
性
消
防
団
員
教
育

　
　

一
〇
月
二
八
日(

土)

〜
二
九
日(

日)

　
　

場
所
：
秋
田
県
消
防
学
校

　

■
消
防
団
員
指
導
員
研
修

　
　

一
一
月
二
五
日(

土)

〜
二
六
日(

日)
　
　

場
所
：
秋
田
県
消
防
学
校

　

■
消
防
団
員
幹
部
教
育
指
揮
幹
部
科

　
　

分
団
指
揮
課
程

　
　

平
成
三
〇
年
三
月
三
日(

土)

〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
日(

日)
    

場
所
：
秋
田
県
消
防
学
校

　

■
消
防
団
員
基
礎
教
育

　
　

平
成
三
〇
年
三
月
一
〇
日(

土)

〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
一
日(

日)

　
　

場
所
：
秋
田
県
消
防
学
校

　

■
消
防
団
員
幹
部
教
育
指
揮
幹
部
科

　
　

現
場
指
揮
課
程

　
　

平
成
三
〇
年
三
月
一
七
日(

土)

〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
八
日(

日)

　
　

場
所
：
秋
田
県
消
防
学
校

　

※

日
本
消
防
協
会
主
催
の
研
修
は
秋
田
県

消
防
協
会
へ
、
消
防
大
学
校
が
開
催
す

る
研
修
は
県
総
合
防
災
課
に
そ
れ
ぞ
れ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

日　

時
：
九
月
三
〇
日(

土)

　
　
　
　
　

午
前
九
時
開
始

　

場　

所
：
向
浜
運
動
広
場
駐
車
場

　
　
　
　

(

こ
ま
ち
ス
タ
ジ
ア
ム
駐
車
場)

　

開
催
ま
で
あ
と
二
週
間
と
な
り
ま
し
た
。

  

本
県
代
表
と
し
て
、「
大
仙
市
女
性
消
防

隊
」が
出
場
し
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
大
会
会
場
で
の
応
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

☆
女
性
消
防
団
員（
応
援
者
）に
は
助
成

金
を
支
給
し
ま
す
。

　
『
地
域
を
守
る 

秋
田
・
消
防
防
災
展
』、

『
消
防
団
交
流 

秋
田
・
物
産
展
』も
同
時

開
催
し
ま
す
。

　

秋
田
県
内
の
消
防
団
員
が
生
産
し
た
物

品
の
販
売
な
ど
も
行
い
ま
す
。

第
二
回
理
事
会

第
二
回
理
事
会

第
二
回
理
事
会

第
二
回
理
事
会

第
二
回
理
事
会

秋
田
県
消
防
協
会

秋
田
県
消
防
協
会

秋
田
県
消
防
協
会

秋
田
県
消
防
協
会

秋
田
県
消
防
協
会

第
二
三
回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
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「
減
少
す
る
消
防
団
員
を

       　
　
　

維
持
す
る
た
め
に
」

　

「
消
防
団
員
確
保
に
懸
命
」
五
月
二
三

日
の
新
聞
記
事
が
目
に
と
ま
り
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
、
秋
田
県
内
の
四
月
一
日
現
在

の
消
防
団
員
数
が
一
六
，
九
一
二
人
と
な

り
、
過
去
最
少
を
更
新
し
、
人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
災
害
時
に
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
消
防
団
員
の
確
保
が
今
後

の
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
と
や
、
先
進
地

の
取
組
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

私
の
所
属
す
る
秋
田
市
消
防
団
も
例
外

で
は
な
く
、
こ
こ
数
年
の
団
員
数
は
横
ば

い
若
し
く
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
私
が
配
属
さ
れ
て

い
る
土
崎
南
分
団
で
は
、
常
に
団
員
数
を

維
持
し
て
お
り
、
私
な
り
の
「
団
員
数
を

維
持
し
て
い
る
訳
」
に
つ
い
て
お
話
さ
せ

消
防
団
員

意
見
発
表
会
(一)

第13回

小
川　

洋
平

・
秋
田
市
消
防
団

　

班
長

・
勤
続
一
六
年

・
会
社
員

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
の
住
む
土
崎
地
域
は
秋
田
市
の
北
部

に
位
置
し
、
重
要
港
湾
と
な
っ
て
い
る
秋

田
港
を
擁
し
、
北
前
船
の
寄
港
地
と
し
て

栄
え
た
港
町
で
す
。
約
三
〇
〇
年
前
に
船

乗
り
達
が
神
興
を
寄
進
し
て
始
ま
っ
た
と

さ
れ
る
土
崎
神
明
社
祭
の
曳
山
行
事
が
行

わ
れ
る
地
域
で
す
。

　

こ
の
曳
山
行
事
の
本
番
は
、
毎
年
七
月

二
〇
日
、
二
一
日
の
両
日
に
行
わ
れ
、
二

〇
数
台
の
山
車
を
、
お
囃
子
を
奏
で
な
が

ら
、
土
崎
全
域
を
曳
き
回
す
と
い
う
盛
大

な
お
祭
り
で
す
。
そ
の
二
日
間
で
、
普
段

は
約
二
万
人
の
地
域
人
口
が
、
三
〇
万
人

に
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
、
当
市
の
「
竿
燈
ま

つ
り
」
と
並
ぶ
、
お
祭
り
行
事
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
一
年
を
通
じ
て
多
彩
な
神
事

が
行
わ
れ
、
国
指
定
の
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
一
二
月
に
は

ユ
ネ
ス
コ
無
形
民
俗
文
化
遺
産
に
も
登
録

さ
れ
、
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
行

事
で
す
。

　

当
然
で
す
が
、
我
が
分
団
員
の
多
く

は
、
こ
の
曳
山
行
事
に
参
加
し
て
お
り
、

各
町
内
会
の
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
担
っ
た

方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
港
町
、
土
崎
に
生
ま
れ
育
っ
た
私

が
消
防
団
に
入
団
し
た
き
っ
か
け
は
、
同

じ
町
内
会
の
先
輩
団
員
か
ら
の
勧
誘
で
し

た
。
そ
の
先
輩
は
消
防
団
活
動
は
当
然
の

こ
と
、
側
溝
の
清
掃
や
冬
場
の
除
雪
な

ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
率
先
し
て
行

う
、
後
輩
か
ら
も
非
常
に
慕
わ
れ
て
い
る

存
在
で
す
。

　

消
防
団
活
動
は
、
現
場
活
動
や
訓
練
、

予
防
広
報
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、

操
法
大
会
へ
の
熱
い
思
い
を
会
場
の
皆
さ

ん
も
お
持
ち
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

当
分
団
で
は
市
の
操
法
大
会
に
、
毎
年

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
出
場
し
て
い
ま

す
。
大
会
は
七
月
初
め
に
行
わ
れ
ま
す

が
、
五
月
に
練
習
を
開
始
す
る
と
間
も
な

く
、
六
月
に
は
各
町
内
の
曳
山
の
組
み
立

て
を
始
め
ま
す
。
操
法
と
祭
り
の
同
時
進

行
で
す
。

　

私
も「
消
防
馬
鹿
」、「
祭
り
馬
鹿
」を
自

負
し
て
お
り
ま
す
が
、こ
の
三
ヶ
月
間
は
、

非
常
に
忙
し
く
厳
し
い
期
間
と
な
り
ま

す
。

　

ち
な
み
に
今
年
の
操
法
大
会
は
、
七
月

九
日
で
し
た
が
、
成
績
は
一
〇
分
団
中
七

位
と
半
端
な
順
位
で
し
た
。
仮
に
操
法
大

会
が
九
月
に
開
催
さ
れ
れ
ば
、
我
が
分
団

も
優
勝
で
き
る
と
、
常
々
仲
間
と
話
を
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
両
立
を
目
指
す
行
動

が
、
操
法
大
会
を
や
り
遂
げ
た
時
の
達
成

感
と
、
数
日
後
の
迫
っ
た
曳
山
行
事
へ
の

期
待
感
、
高
揚
感
と
な
り
、
私
た
ち
に
し

か
感
じ
得
な
い
、
独
特
の
感
覚
と
な
っ
て

お
り
、
そ
れ
が
消
防
団
と
曳
山
行
事
、
そ

し
て
人
と
人
と
の
関
係
を
深
く
し
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

少
し
大
げ
さ
で
す
が
、
土
崎
の
人
々
は

曳
山
行
事
と
い
う
共
通
し
た
基
盤
の
上
で

一
年
を
過
ご
し
、
一
年
に
一
度
集
い
、
曳

山
を
組
み
、
曳
き
ま
わ
す
。
そ
し
て
、
酒

を
酌
み
交
わ
し
、
語
り
合
う
。
昔
か
ら
の

伝
統
や
風
習
が
、
深
い
人
間
関
係
を
構
築

し
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
延
長
線
上
に
消

防
団
が
あ
り
、
そ
れ
が
団
員
数
を
常
に
維

持
し
て
い
る
訳
だ
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
も
伝
統
や
風
習
そ
し
て
、
人
と
人

と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
、
団
員
数
を
維

持
さ
せ
な
が
ら
、
地
域
を
愛
す
る
一
人
と

し
て
、
地
域
防
災
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
駆
け
出
し
女
性
消
防
団
員
と

          　
　
　

し
て
の
試
行
錯
誤
」

　

私
が
消
防
団
に
入
団
し
た
の
は
、
二
年

程
前
の
こ
と
で
す
。
大
学
卒
業
直
後
か
ら

地
元
の
分
団
に
勧
誘
を
受
け
て
い
ま
し
た

が
、
「
消
防
団
に
入
っ
た
ら
好
き
な
だ
け

酒
を
吞
ま
せ
る
」
「
大
会
で
指
揮
者
を
任

せ
る
」
「
火
事
に
な
っ
た
ら
最
前
線
で
筒

先
を
持
た
せ
て
や
る
」
「
初
の
女
性
分
団

長
に
す
る
」
等
、
ど
こ
ま
で
冗
談
か
わ
か

ら
な
い
話
だ
っ
た
の
で
適
当
に
躱
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
由
利
本
荘
市
消
防
団

で
女
性
部
の
設
立
を
目
指
す
に
あ
た
り
、

女
性
消
防
団
員
と
し
て
入
団
し
な
い
か
と

お
話
を
頂
き
ま
し
た
。
広
報
活
動
が
中
心

　

防
火
・
防
災
の
意
識
啓
発
に
向
け
た

活
動
に
は
積
極
的
に
参
加
し
て
お
り
、

消
防
団
員
の
み
な
ら
ず
、
住
民
か
ら
も

厚
い
信
頼
を
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

責
任
感
が
強
く
、
消
防
団
活
動
で
は

地
域
の
消
防
訓
練
や
消
防
操
法
で
力
を

発
揮
し
、
後
輩
団
員
の
目
標
と
な
っ
て

い
ま
す
。

佐
藤
め
ぐ
み

・
由
利
本
荘
市
消
防
団

　

団
員

・
勤
続
一
年

・
農
業
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と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
な
ら
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
と
入
団
を
承
諾
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
当
時
二
人
し
か
い
な
か
っ

た
女
性
消
防
団
員
の
先
輩
の
方
か
ら
詳
し

く
話
を
聞
い
て
み
る
と
、
あ
る
程
度
人
数

が
揃
う
ま
で
女
性
部
は
設
置
で
き
な
い
、

活
動
内
容
は
行
事
運
営
の
手
伝
い
以
外
は

ほ
ぼ
未
定
と
い
う
手
探
り
の
状
態
だ
っ
た

の
で
す
。
何
を
手
伝
え
る
の
か
不
安
の

中
、
経
験
豊
か
な
先
輩
方
が
活
動
の
大
枠

を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
女
性
消
防
団
員
が
中
心
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
幼
児
向
け
の

防
災
教
室
で
す
。
年
に
数
回
、
保
育
園
や

幼
稚
園
を
訪
問
し
、
ゲ
ー
ム
や
ダ
ン
ス
を

交
え
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
に
災
害
時
の
身

の
守
り
方
を
教
え
て
い
ま
す
。
二
回
ほ
ど

の
見
学
を
経
て
、
私
は
話
の
要
と
な
る
部

分
（
地
震
の
時
は
頭
を
守
っ
て
ダ
ン
ゴ
ム

シ
の
ポ
ー
ズ
等
）
の
説
明
を
任
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
も
の
の
、
と
に
か
く
失
敗
と

反
省
の
連
続
で
し
た
。
大
学
で
や
っ
た
卒

論
発
表
会
と
は
違
い
、
子
ど
も
相
手
に
は

笑
顔
で
、
声
の
ト
ー
ン
を
高
く
、
簡
単
か

つ
子
ど
も
心
を
く
す
ぐ
る
よ
う
な
言
葉
選

び
を
心
掛
け
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
話
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
慣
れ
な
い
話
し
方

に
気
を
取
ら
れ
、
内
容
を
す
っ
飛
ば
し
て

ほ
か
の
団
員
の
方
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
も
ら

う
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
ま
だ
拙
い

防
災
教
室
に
反
省
点
は
絶
え
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
も
子
ど
も
た
ち
は
保
育
士
の
先
生

方
が
驚
く
ほ
ど
し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
て

く
れ
ま
す
。
似
た
よ
う
な
内
容
は
保
育
園

や
幼
稚
園
の
方
で
も
一
通
り
教
え
て
い
る

そ
う
で
す
が
、
消
防
士
や
消
防
団
員
と
い

う
『
本
物
の
人
た
ち
』
に
来
て
も
ら
う
と

子
ど
も
た
ち
の
食
い
つ
き
が
違
う
し
、

我
々
大
人
も
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と

が
あ
る
、
命
を
守
る
上
で
大
切
な
こ
と
だ

か
ら
本
当
に
助
か
る
と
言
っ
て
頂
け
ま
し

た
。

こ
の
『
本
物
の
人
た
ち
』
と
い
う
表
現

に
、
私
は
は
っ
と
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
情

報
化
の
進
む
現
代
、
防
災
や
被
害
の
軽
減

の
た
め
の
情
報
は
い
く
ら
で
も
手
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
そ
の
中
に

あ
っ
て
も
、
災
害
の
現
場
を
知
り
、
ま
た

消
防
本
部
と
緊
密
な
関
係
に
あ
る
消
防
団

員
が
語
る
言
葉
は
大
き
な
力
を
持
つ
の
で

す
。

　

そ
れ
ま
で
の
私
は
、
や
れ
と
言
わ
れ
た

こ
と
を
何
と
な
く
や
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
活
動
の
重
要
性
に
つ
い
て
改
め
て

実
感
し
、
市
民
の
命
を
守
る
消
防
団
の
一

員
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
意
識
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
今
の
と
こ
ろ
、
私
は

広
報
活
動
の
み
の
参
加
で
す
が
、
い
ず
れ

は
災
害
現
場
を
体
験
し
、
そ
の
経
験
を
広

報
活
動
に
反
映
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
女
性
消
防
団
員
は
七
名
に
増
え
、

広
報
活
動
に
加
わ
っ
て
く
れ
る
学
生
消
防

団
員
が
今
年
度
、
三
名
入
団
し
て
く
れ
ま

し
た
。
幼
児
向
け
の
防
災
教
室
は
今
後
も

続
け
る
に
あ
た
っ
て
、
増
え
た
人
数
に
合

わ
せ
て
流
れ
を
一
新
し
、
双
方
向
性
を
高

め
た
り
、
小
芝
居
を
入
れ
た
り
と
内
容
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
増
や
し
て
い
く
予
定

で
す
。
ま
た
、
五
月
に
行
わ
れ
た
消
防
署

で
の
市
民
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
で
消
防
団

の
知
名
度
が
ま
だ
ま
だ
低
い
と
感
じ
さ
せ

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
市
内
の
祭
り
な
ど

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
消
防
団
員
募
集
の
ア

ピ
ー
ル
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

今
は
ま
だ
駆
け
出
し
の
私
で
す
が
、
い

ず
れ
は
女
性
消
防
団
員
と
い
う
立
場
に
恥

じ
な
い
女
性
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

　

「
私
は
消
防
団
員
で
す
」

　

「
女
性
消
防
団
員
な
ん
て
税
金
の
無
駄

だ
。
今
す
ぐ
、
や
め
て
し
ま
え
。
」
買
い

物
に
来
て
い
た
市
民
の
方
か
ら
投
げ
ら
れ

た
一
言
に
、
私
は
シ
ョ
ッ
ク
で
頭
が
真
っ

白
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
に
貢
献
し
な
け

れ
ば
、
税
金
の
無
駄
と
言
わ
れ
て
も
仕
方

が
な
い
こ
と
に
、
私
は
初
め
て
気
づ
か
さ

れ
た
の
で
す
。

　

九
年
前
、
主
人
と
共
に
入
団
し
た
私

は
、
活
動
内
容
を
知
っ
て
い
た
わ
け
で
も

消
防
に
対
し
高
い
志
が
あ
っ
た
わ
け
で
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
同
時
入

団
の
三
人
の
女
性
と
仙
北
市
初
の
女
性
消

防
団
員
と
し
て
、
広
報
誌
に
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
入
団
し

て
す
ぐ
の
地
元
ス
ー
パ
ー
で
の
入
団
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、
こ
の
思
い
が
け
な
い

厳
し
い
一
言
を
受
け
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
は
顔
の
見
え
る
消
防
団

員
を
目
標
に
、
毎
月
、
広
報
誌
に
活
動
内

容
や
写
真
を
紹
介
す
る
こ
と
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
継
続
し
た
結
果
、
市
民

の
理
解
を
得
ら
れ
た
ほ
か
に
、
女
性
の
入

団
者
が
徐
々
に
増
え
、
現
在
の
一
四
名
ま

で
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
全
国
の

女
性
団
員
と
交
流
す
る
機
会
に
も
恵
ま

れ
、
地
域
防
災
の
た
め
に
、
私
た
ち
女
性

だ
か
ら
で
き
る
様
々
な
活
動
が
あ
る
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　

そ
の
矢
先
起
き
て
し
ま
っ
た
の
が
、
平

成
二
五
年
八
月
九
日
の
土
石
流
災
害
で

す
。
局
地
的
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
土
砂
が

住
家
を
襲
い
、
六
人
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ

た
の
で
す
。
地
元
消
防
団
は
、
必
死
に
な

っ
て
、
土
砂
に
飲
み
込
ま
れ
た
住
民
の
捜

索
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。
私
達
に
も
何

か
や
ら
せ
て
く
れ
る
よ
う
団
長
に
必
死
に

頼
み
込
み
、
団
長
か
ら
現
場
へ
の
出
動
要

請
が
出
ま
し
た
。
災
害
現
場
に
初
め
て
出

動
す
る
私
達
は
、
男
性
団
員
の
足
を
引
っ

張
ら
な
い
よ
う
、
各
自
が
し
っ
か
り
と
準

備
を
し
て
現
場
に
向
か
い
ま
し
た
。
現
場

の
あ
ま
り
に
悲
惨
な
状
況
に
言
葉
を
失
い

西
宮　

三
春

・
仙
北
市
消
防
団

　

班
長

・
勤
続
八
年

・
販
売
員

　

広
く
消
防
団
活
動
に
貢
献
す
る
と
と

も
に
、
消
防
署
職
員
と
連
携
し
な
が

ら
、
応
急
手
当
普
及
員
と
し
て
救
命
講

習
を
実
施
し
て
い
る
。
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ま
し
た
が
、
や
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
使
命

感
の
方
が
強
か
っ
た
の
で
す
。
湿
気
の
多

い
真
夏
の
高
温
の
中
で
、
早
朝
か
ら
捜
索

し
て
い
る
団
員
に
、
飲
物
や
お
に
ぎ
り
を

配
り
、
必
死
に
な
っ
て
後
方
支
援
を
行
い

ま
し
た
。
厳
し
い
暑
さ
と
深
い
泥
の
中
で

の
捜
索
で
体
力
を
奪
わ
れ
、
足
取
り
も
重

く
戻
っ
て
く
る
団
員
の
姿
を
見
て
「
お
疲

れ
様
で
す
。
冷
た
い
飲
物
を
ど
う
ぞ
」
と

大
き
な
声
で
呼
び
か
け
、
一
人
一
人
に
手

渡
し
ま
し
た
。
少
し
で
も
元
気
に
振
る
舞

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
先
の
見
え
な
い
捜

索
に
精
神
的
に
絶
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
強

く
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
不
安
そ
う
に
見

守
る
地
域
住
民
に
寄
り
添
っ
た
り
、
土
砂

の
中
か
ら
見
つ
か
っ
た
家
財
道
具
や
思
い

出
の
品
の
泥
を
丁
寧
に
と
っ
た
り
と
、

刻
々
と
変
化
す
る
現
場
の
状
況
に
合
わ

せ
、
き
め
細
か
く
対
応
し
ま
し
た
。
私
達

は
、
直
接
の
捜
索
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
緊
迫
し
た
現
場
で
、
女
性
の
視
点
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
く
れ
た
団
長
と
幹

部
の
ご
理
解
が
あ
り
、
経
験
を
積
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

数
ヶ
月
後
、
住
民
か
ら
声
を
か
け
ら

れ
、
「
あ
の
時
、
現
場
さ
来
て
け
だ
ん
だ

べ
、
怖
い
思
い
さ
せ
て
ご
め
ん
な
。
で

も
、
来
て
け
て
本
当
に
あ
り
が
ど
な
」
と

言
っ
て
、
私
の
手
を
ず
っ
と
握
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
住
民
の
役
に
立
て
た
こ
と
を
強

く
実
感
し
、
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

こ
の
経
験
か
ら
、
悲
し
む
人
が
一
人
で

も
少
な
く
な
る
地
域
を
目
指
し
、
私
は
、

応
急
手
当
普
及
員
と
し
て
救
命
講
習
の
指

導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
防
災
教

育
に
も
力
を
入
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
消
防

団
へ
憧
れ
と
理
解
を
持
ち
、
将
来
の
入
団

へ
繋
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
家
族
や

地
域
の
方
の
協
力
で
活
動
で
き
て
い
る
こ

と
に
感
謝
し
、
様
々
な
技
術
の
向
上
に
努

め
、
歩
き
始
め
た
消
防
団
員
と
し
て
の
人

生
を
、
今
後
も
力
強
く
進
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

第 71 期
初任教育

秋
田
県
消
防
学
校

実
務
研
修
を

　

 　
　

 

終
え
て

　

実
務
研
修
を
行
い
、
自
分
の
所
属
で
の

役
割
に
つ
い
て
理
解
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
も
何
と
な
く
理
解
し
て
い
ま
し

た
が
、
消
防
の
仕
事
は
現
場
で
の
仕
事
よ

り
も
、
消
防
署
で
行
う
事
務
的
な
仕
事
が

多
い
こ
と
を
理
解
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

事
務
的
な
仕
事
は
、
火
事
等
を
未
然
に
防

い
だ
り
軽
減
し
た
り
す
る
た
め
に
大
切
な

仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
で
三
回
目
の

実
務
研
修
と
な
り
ま
し
た
が
、
火
災
現
場

に
出
場
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
事
務
的
な
仕
事
に
つ
い
て
は
各
所
属

に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
消
防
学
校
を
卒

業
し
て
所
属
に
帰
っ
て
き
た
時
に
勉
強
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

消
防
学
校
生
活
も
残
り
一
ヶ
月
と
な
り

ま
し
た
。
所
属
で
の
自
分
の
役
割
に
つ
い

て
理
解
す
る
と
と
も
に
、
今
消
防
学
校
で

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
基
本
的
な
手
技

に
つ
い
て
今
一
度
理
解
す
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
を
意
識
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

金
子　

祥
大

秋
田
市
消
防
本
部

金　
　

尚
嵩

秋
田
市
消
防
本
部

　

今
回
は
三
回
目
の
所
属
で
の
研
修
で
、

自
分
の
未
熟
な
部
分
を
改
め
て
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
基
本
結
索
で
は
、
普
段

の
訓
練
で
あ
ま
り
使
用
し
な
い
も
の
の
ほ

か
、
二
重
も
や
い
や
三
重
も
や
い
の
作
成

な
ど
、
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
り
、
素
早

く
行
え
な
か
っ
た
り
す
る
も
の
が
あ
っ

た
。
ホ
ー
ス
の
引
き
揚
げ
で
は
、
今
ま
で

行
っ
た
こ
と
の
な
い
は
し
ご
へ
の
ホ
ー
ス

結
着
を
応
用
と
し
て
初
め
て
行
う
こ
と
が

で
き
た
の
で
良
か
っ
た
と
思
う
。
応
急
は

し
ご
で
は
訓
練
で
教
わ
っ
た
こ
と
を
生
か

し
て
行
え
た
が
、
細
か
い
と
こ
ろ
が
ま
だ

ま
だ
甘
か
っ
た
の
で
突
き
詰
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

　

今
回
は
最
後
の
実
務
研
修
と
い
う
こ
と

で
、
今
ま
で
学
校
で
や
っ
て
き
た
こ
と

を
、
所
属
で
ど
れ
だ
け
で
き
る
か
を
念
頭

に
し
て
研
修
に
臨
ん
だ
。
前
回
よ
り
も
間

違
い
な
く
上
達
し
た
も
の
が
あ
っ
た
と
思

う
が
、
や
ら
な
い
こ
と
で
忘
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
も
の
も
あ
り
、
再
度
復
習
す
る
必

要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

　

修
了
式
ま
で
あ
と
一
ヶ
月
と
少
な
い
期

間
で
あ
る
が
、校
長
査
閲
に
向
け
て
、ま
た

所
属
で
即
戦
力
に
な
れ
る
よ
う
各
訓
練
の

習
熟
度
を
高
め
、自
分
の
技
術
を
磨
き
、知

識
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。
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八
月
一
四
日
、
一
五
日
初
任
期
間
中
最

後
と
な
る
実
務
研
修
を
行
い
ま
し
た
。前

回
と
同
様
に
二
四
時
間
勤
務
も
経
験
し
ま

し
た
。今
回
は
梯
子
車
点
検
、車
両
の
一
ヶ

月
点
検
、放
水
訓
練
、結
索
訓
練
、通
信
指

令
室
で
の
夜
間
勤
務
を
行
い
ま
し
た
。

　

放
水
訓
練
で
は
、
建
物
火
災
で
上
階
を

火
点
と
想
定
し
て
行
い
ま
し
た
。
頭
で
は

理
解
で
き
て
い
て
も
、
早
く
放
水
出
来
る

態
勢
を
作
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
焦
り
か

ら
、
要
領
の
悪
い
ホ
ー
ス
延
長
の
仕
方
を

し
て
し
ま
っ
た
り
、
ホ
ー
ス
の
脱
落
防
止

が
不
十
分
だ
っ
た
の
で
訓
練
を
繰
り
返
し

行
っ
て
、
身
に
付
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
筒
先
担
当
の
時
に
機
関
員
と
の
情

報
交
換
を
無
線
で
と
る
際
に
、
自
分
の
動

き
で
手
一
杯
と
な
り
、
放
水
が
遅
れ
た
の

で
視
野
を
広
く
持
つ
と
い
う
重
要
性
も
改

め
て
学
び
ま
し
た
。

　

三
度
の
実
務
研
修
を
経
験
し
、
消
防
士

は
様
々
な
知
識
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
車
両
点
検
を
行

う
際
や
作
業
を
要
領
良
く
行
う
方
法
、
事

務
処
理
の
知
識
な
ど
、
火
を
消
し
た
り
、

人
を
救
う
以
外
に
も
や
ら
な
け
れ
ば
い
け

に
こ
と
が
山
ほ
ど
あ
る
の
で
、
消
防
士
と

し
て
だ
ら
し
な
い
と
言
わ
れ
な
い
よ
う
に

頑
張
っ
て
行
き
た
い
で
す
。

　

八
月
一
四
日
、
秋
田
南
消
防
署
に
て
実

務
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
出
動
の
機
会
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
常
に
出
動
体
制

を
と
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
た
。
出
動
訓

練
で
は
防
火
衣
を
着
装
し
、
車
内
で
空
気

呼
吸
器
を
着
装
し
ま
し
た
。
車
内
で
の
着

装
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
す
が
、
ス
ペ
ー

ス
が
狭
く
大
変
で
し
た
。
そ
の
他
、
屋
内

進
入
訓
練
や
三
連
梯
子
に
よ
る
二
階
へ
の

進
入
、
ロ
ー
プ
で
筒
先
を
引
き
上
げ
等
を

行
い
ま
し
た
。
私
が
指
摘
さ
れ
た
点
は
、

呼
称
の
声
が
小
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

一
回
目
は
、
手
技
に
自
信
が
な
く
声
が
小

さ
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
二

回
目
以
降
は
、
大
き
な
声
を
出
し
て
訓
練

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
場

で
は
、
雑
音
で
声
が
通
り
に
く
い
こ
と
、

何
の
手
技
を
や
っ
て
い
る
の
か
他
の
隊
員

が
分
か
ら
な
い
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
先

輩
方
の
前
で
の
訓
練
で
あ
っ
た
た
め
、
萎

縮
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
現
場
で
は

多
く
の
野
次
馬
や
関
係
者
が
見
て
い
ま

す
。
市
民
か
ら
す
れ
ば
頼
り
の
な
い
隊
員

と
見
ら
れ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

残
り
の
学
生
生
活
で
は
基
本
手
技
を
安

全
・
確
実
・
迅
速
に
で
き
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、
大
き
な
声
を
出

し
て
訓
練
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐
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市
消
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秋
田
市
消
防
本
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恒
希

 

能
代
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今
回
の
実
務
研
修
は
泊
ま
り
勤
務
二
回

目
で
し
た
。
前
回
同
様
、
私
た
ち
初
任
科

生
は
災
害
発
生
時
に
乗
り
組
み
の
車
両
が

あ
た
っ
て
お
ら
ず
、
通
信
業
務
の
補
助
を

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
業
務
は
、通
信
業
務
で
し
た
。

電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
等
に
対
応
し
ま
し

た
。午
後
か
ら
は
、小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。私
は
一
番
員
を
や

り
ま
し
た
。初
任
科
で
習
っ
た
こ
と
を
思

い
出
し
な
が
ら
実
施
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

先
輩
方
か
ら
速
さ
を
重
視
し
て
の
操
法
を

教
え
て
い
た
だ
き
、
技
術
に
磨
き
が
か
か

り
ま
し
た
。

　

夕
方
か
ら
は
、
事
務
処
理
を
中
心
に
行

い
ま
し
た
。
私
は
警
防
担
当
で
す
の
で
、

気
象
デ
ー
タ
を
取
り
ま
と
め
た
り
、
決
裁

が
終
わ
っ
た
文
書
を
フ
ァ
イ
ル
に
と
じ
た

り
、
や
る
べ
き
こ
と
は
沢
山
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
空
気
ボ
ン
ベ
の
充
填
、
コ
ン

プ
レ
ッ
サ
ー
の
定
期
点
検
も
行
い
、
自
分

が
所
属
に
戻
っ
て
か
ら
や
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
業
務
を
今
一
度
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

長
い
と
思
っ
て
い
た
消
防
学
校
の
生
活

も
、
い
よ
い
よ
一
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
ま
で
気
を
抜
か
ず
、
自
分
の
知
識
・

技
術
を
高
め
る
た
め
に
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

三
回
目
の
実
務
研
修
と
い
う
こ
と
で
、

所
属
の
雰
囲
気
も
だ
い
ぶ
理
解
で
き
慣
れ

て
き
た
。所
属
で
行
う
訓
練
も
前
回
よ
り

レ
ベ
ル
が
上
が
り
、
よ
り
実
戦
に
近
い
も

の
だ
っ
た
。呼
吸
器
は
学
校
で
使
用
し
て

い
る
も
の
と
違
っ
て
い
て
着
装
に
苦
労
し

た
が
、
普
段
使
っ
て
い
る
も
の
よ
り
も
非

常
に
使
い
や
す
か
っ
た
。訓
練
自
体
は
学

校
で
行
っ
て
い
る
こ
と
と
大
し
て
変
わ
ら

な
か
っ
た
が
、
普
段
と
違
う
環
境
で
い
つ

も
以
上
に
緊
張
し
た
せ
い
か
、
誤
っ
た
判

断
や
結
索
の
や
り
方
を
忘
れ
て
い
た
り
と
、

自
分
の
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。ど
ん
な
状
況
で
も
冷
静
に

自
分
の
持
て
る
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
と
強
く
思
っ
た
。九
月
か
ら
行
う

庶
務
の
仕
事
に
つ
い
て
教
わ
っ
た
。話
を

聞
い
て
い
る
と
、
庶
務
科
の
事
務
量
は
非

常
に
多
く
、
さ
す
が
に
一
日
で
は
覚
え
き

れ
な
い
け
れ
ど
、
少
し
で
も
早
く
戦
力
と

な
れ
る
よ
う
仕
事
を
覚
え
た
い
と
思
う
。

　

消
防
学
校
で
学
ん
で
い
る
こ
と
は
、
基

本
中
の
基
本
で
あ
り
、
現
場
や
所
属
の
や

り
方
と
少
し
違
い
が
生
ず
る
こ
と
も
あ
る

が
、
先
ず
私
た
ち
が
覚
え
る
こ
と
は
基
本

で
あ
り
、
所
属
で
の
や
り
方
は
基
本
を
身

に
付
け
て
い
る
上
で
行
き
着
い
た
こ
と
な

の
で
、
残
り
一
ヶ
月
全
力
で
頑
張
ろ
う
と

思
う
。
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第
三
回
実
務
研
修
を
終
え
た
。
こ
れ
ま

で
の
二
回
の
研
修
に
比
べ
、
署
の
雰
囲
気

に
も
慣
れ
、
仕
事
を
効
率
良
く
行
え
た
。

車
両
点
検
や
資
機
材
の
名
前
も
少
し
ず
つ

だ
が
覚
え
て
き
て
い
る
。

　

沢
山
教
わ
っ
て
き
た
中
で
印
象
に
残
っ

た
訓
練
が
救
急
と
単
隊
活
動
要
領
だ
。
救

急
で
は
Ｂ
Ｌ
Ｓ
を
行
っ
た
。
学
校
で
勉
強

し
て
い
た
が
、
ど
忘
れ
し
て
し
ま
う
こ
と

が
多
か
っ
た
。
一
番
大
切
な
処
置
を
正
確

に
で
き
な
い
自
分
が
情
け
な
か
っ
た
。
所

属
に
戻
る
ま
で
の
一
ヶ
月
間
、
少
な
い
時

間
の
中
で
気
を
抜
か
ず
に
努
力
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
改
め
て
自
覚
し

た
。
単
隊
活
動
要
領
で
は
、
学
校
で
学
ん

だ
火
点
直
近
の
化
学
車
に
ポ
ン
プ
車
の
ホ

ー
ス
を
結
合
す
る
と
い
う
訓
練
を
行
っ

た
。
戦
術
な
ど
を
詳
し
く
教
え
て
い
た
だ

き
、
現
場
活
動
の
イ
メ
ー
ジ
が
こ
れ
ま
で

よ
り
更
に
膨
ら
ん
だ
。
し
か
し
、
ホ
ー
ス

バ
ッ
ク
を
搬
送
す
る
際
に
使
用
方
法
が
分

か
ら
ず
に
ホ
ー
ス
を
全
て
落
と
し
て
し
ま

っ
た
。
現
場
で
こ
の
よ
う
な
失
敗
を
し
な

い
よ
う
に
今
後
は
落
と
さ
な
い
よ
う
に
と

誓
っ
た
。

　

今
回
の
実
務
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
は
、

こ
れ
か
ら
の
消
防
生
活
で
必
ず
必
要
な
こ

と
ば
か
り
だ
。当
た
り
前
の
事
を
当
た
り

前
に
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
行
き
た
い
。

　

今
回
、
三
回
目
で
あ
る
実
務
研
修
は
大

曲
消
防
署
で
し
た
。
訓
練
は
基
本
結
索
か

ら
始
ま
り
全
員
が
作
っ
た
も
や
い
結
び
を

集
め
て
、
全
て
の
も
や
い
結
び
の
形
が
同

じ
で
あ
る
か
確
認
す
る
も
の
で
し
た
。
今

で
は
み
ん
な
が
当
然
の
よ
う
に
で
き
る
と

思
っ
て
い
た
も
や
い
結
び
で
し
た
が
、
わ

っ
か
の
大
き
さ
が
違
っ
た
り
、
端
末
の
長

さ
が
違
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
、
や
り

直
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
無

駄
な
ミ
ス
を
無
く
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。
応
急
梯
子
訓
練
で
は
、

や
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
の
で
や
れ
ま

す
が
、
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
応
急
で
は
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
一
つ
一
つ

の
行
動
を
速
く
し
て
全
体
の
ス
ピ
ー
ド
を

上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
一
つ
の

ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
に
は
、
訓
練
を
数
多

く
こ
な
す
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
自
分
に

足
り
な
い
と
こ
ろ
、
自
分
に
必
要
な
と
こ

ろ
の
訓
練
を
沢
山
行
い
、
ミ
ス
な
く
確
実

に
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
よ
う
努
力
し
よ
う

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
の
実
務
研
修
を
終
え
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点

が
多
く
見
つ
か
り
ま
し
た
。
消
防
学
校
を

卒
業
す
る
ま
で
、
も
う
あ
ま
り
日
が
な
い

の
で
時
間
を
有
効
に
使
っ
て
実
力
を
上
げ

よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
実
務
研
修
で
は
、
前
回
よ
り
も

反
省
す
べ
き
点
が
多
く
見
つ
か
っ
た
。
午

前
中
の
応
急
は
し
ご
救
出
で
は
、
三
重
も

や
い
を
作
る
の
が
遅
く
て
三
番
員
の
登
る

タ
イ
ミ
ン
グ
ま
で
遅
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
、
前
に
も
教
官
に
注
意

さ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
の
で
出
来
な
く
て
悔

し
か
っ
た
。
ま
た
、
午
後
の
完
全
着
装
か

ら
結
索
を
行
い
ホ
ー
ス
を
搬
送
す
る
訓
練

で
は
、
完
全
着
装
を
す
る
の
に
大
曲
の
時

よ
り
遅
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
少
し
の

間
、
訓
練
を
し
な
い
だ
け
で
ど
ん
ど
ん
下

手
に
な
っ
て
い
く
の
が
分
か
る
一
日
だ
っ

た
。
お
盆
期
間
中
は
、
小
網
で
少
し
結
索

を
し
た
だ
け
で
、
十
分
な
気
に
な
っ
て
し

ま
い
、
そ
れ
以
外
は
ほ
と
ん
ど
訓
練
を
行

わ
な
か
っ
た
。
教
官
か
ら
は
、「
所
属
に
帰

っ
て
か
ら
じ
ゃ
ほ
と
ん
ど
自
分
で
訓
練
は

し
な
く
な
る
」
と
言
わ
れ
る
。
今
回
の
実

務
研
修
で
の
失
敗
は
、
九
月
以
降
の
所
属

に
帰
っ
て
か
ら
も
家
で
訓
練
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
良
い
機
会
だ
っ

た
。

　

残
り
一
ヶ
月
で
基
本
が
中
心
と
な
る
応

用
や
復
習
で
、
い
か
に
そ
の
時
間
を
濃
い

も
の
に
で
き
た
か
ど
う
か
は
、
個
人
の
努

力
も
絡
ん
で
く
る
と
思
う
。
部
屋
や
家
で

の
生
活
を
も
う
一
度
見
直
し
、
濃
い
一
ヶ

月
を
送
れ
る
よ
う
努
め
た
い
。

杉
江　

瞳
莞

鹿
角
広
域
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消
防
本
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村
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僚
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今
回
は
大
館
北
秋
田
支
部
か
ら
夏
だ
け

に
ホ
ッ
ト
な
話
題
を
提
供
し
ま
す
。

　

去
る
七
月
三
〇
日(
日)
に
北
秋
田
市
合

川
市
民
健
康
広
場
を
会
場
に
、
支
部
の
代

表
を
決
め
る
べ
く
消
防
訓
練
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

規
律
訓
練
・
ポ
ン
プ
車
操
法
・
小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
三
部
門
に
そ
れ
ぞ
れ
大
館
市

か
ら
二
隊
、
北
秋
田
市
か
ら
二
隊
、
上
小

阿
仁
村
か
ら
一
隊
の
計
一
五
隊
が
出
場

し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
大
会
当

日
の
天
気
予
報
が
二
転
三
転
す
る
な
か
、

一
週
間
前
の
豪
雨
の
こ
と
も
あ
り
、
開
催

で
き
る
の
か
と
関
係
者
は
胃
を
痛
め
る
ほ

ど
心
配
し
ま
し
た
が
、
当
日
は
当
初
用
意

し
た
飲
物
が
不
足
す
る
ほ
ど
の
好
天
に
恵

ま
れ
、
選

手
も
日
ご

ろ
の
練
習

で
鍛
え
た

技
を
惜
し

み
な
く
発

揮
で
き
た

思
い
出
に

残
る
大
会

と
な
り
ま

し
た
。

　

各
支
部

で
課
題
と

建　物
林　野
車　輛
その他
合　計
死者数
負傷者数

- 17
- 13
-  2
-  5
- 37
2
11

-  3
-  6
0

-  3
- 12
4
15

191
32
32
56
311
22
54

138
32
22
47
239
15
42

19
7
3
6
35
1
2

121
19
20
42
202
17
53

16
1
3
3
23
5
17

平成29年 平成28年 同期比較
8月 累計 累計8月 年計 8月 累計

火災の発生状況 （速報値）
（秋田県総合防災課調べ）

「
猛
暑
の
中
の
支
部
大
会
」

な
っ
て
い

た
開
・
閉

会
式
の
時

間
短
縮
に

つ
い
て
は

当
支
部
も

頭
を
悩
ま

せ
て
い
ま

し
た
が
、

理
事
の
了

解
の
も
と

今
年
度
よ

り
来
賓
の

挨
拶
を
最

小
限
に
抑
え
た
か
た
ち
で
運
営
し
た
結

果
、
熱
中
症
な
ど
で
体
調
を
崩
す
団
員
も

な
く
、
今
後
も
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
進
行

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
今
年
度
よ
り

消
防
団
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
誇
り
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
県
大
会
に
倣

い
、
ポ
ン
プ
車
操
法
・
小
型
ポ
ン
プ
操
法

に
お
い
て
優

秀
選
手
賞
を

設
け
ま
し

た
。
今
後
も

消
防
団
員
の

た
め
、
よ
り

良
い
大
会
運

営
の
た
め
、

支
部
事
務
局

は
歩
み
続
け

て
い
き
ま
す
。

（
情
報
提
供
＝
大
館
北
秋
田
支
部
）


